




































Obscuration and Ambivalent Feeling of a













































































































































女性 男性 F 値
一人で好きなことをやっている方が人づきあいよりも好きだ ２．４８ ２．４２ ６．０ ＊
自分がどう見られているか気になって疲れる ２．６１ ２．４５ ３６．５ ＊＊
他人に同情するとバカをみる １．９５ ２．０５ １４．９ ＊＊
他人に対して寛容であることが大切だ ３．３２ ３．２３ １４．１ ＊＊
能力のない人は良い生活ができなくて当然だ １．７２ ２．０５ １５９．０ ＊＊
たいていのことなら他人と同じくらいできる ２．６７ ２．６８ ０．５
人から何か言われると簡単に決心を変えてしまう ２．３４ ２．３１ ２．３
常に自らの行動を振り返り改善しようと思う ２．９３ ２．８０ ３７．２ ＊＊
親しい人たち以外の人の考え方や行動に関心がない ２．０４ ２．１０ ５．２ ＊
人から認められないと不安である ２．７４ ２．５６ ４８．８ ＊＊
**p＜０．０１ *p＜０．０５
表１－２ 対人観の分散分析（学年別）
１年生 ２年生 ３年生 F 値
一人で好きなことをやっている方が人づきあいよりも好きだ ２．３９ ２．４８ ２．４７ ４．４ ＊
自分がどう見られているか気になって疲れる ２．５２ ２．５４ ２．５１ ０．３
他人に同情するとバカをみる ２．０１ １．９７ ２．０３ １．９
他人に対して寛容であることが大切だ ３．２９ ３．２８ ３．２４ １．８
能力のない人は良い生活ができなくて当然だ １．８６ １．９１ １．９３ ２．５
たいていのことなら他人と同じくらいできる ２．６８ ２．６４ ２．７１ ２．６
人から何か言われると簡単に決心を変えてしまう ２．３４ ２．３４ ２．２９ １．５
常に自らの行動を振り返り改善しようと思う ２．８５ ２．８５ ２．８９ １．２
親しい人たち以外の人の考え方や行動に関心がない ２．０１ ２．０９ ２．１２ ６．６ ＊＊
人から認められないと不安である ２．６６ ２．６５ ２．６２ ０．６
**p＜０．０１ *p＜０．０５
































他人に同情するとバカをみる ．６５０ ．０３３ －．０１８
能力のない人は良い生活ができなくて当然だ ．４６２ ．０５８ ．０１６
一人で好きなことをやっている方が人づきあいよりも好きだ ．４５８ ．１９５ －．０２３
親しい人たち以外の人の考え方や行動に関心がない ．４１１ ．０３７ －．１１６
人から認められないと不安である ．２７３ ．６７６ ．０７４
自分がどう見られているか気になって疲れる ．０７２ ．６１８ ．１９８
人から何か言われると簡単に決心を変えてしまう ．０３９ ．４３８ －．０４６
たいていのことなら他人と同じくらいできる －．１０９ ．１２０ ．４７５
常に自らの行動を振り返り改善しようと思う ．０８６ －．１３４ ．３８５
他人に対して寛容であることが大切だ －．０８３ ．１２２ ．３１３
寄与率（％） １１．２２ １１．２１ ５．３４
注）主因子法、バリマックス回転による。因子負荷０．３以上を太字とした。
表１－４ 性別にみた対人観（因子得点）の分散分析
女性 男性 F 値
ナルシシズム的個人主義傾向 ０．０７ －０．０６ ３２．１ ＊＊
他者指向的傾向 －０．１０ ０．０９ ６７．５ ＊＊






周囲から期待されると力が発揮できる －．０４４＊＊ ．００９ ．２３５＊＊
学業に対しての努力は評価してもらいたい －．００７ ．２１７＊＊ ．２６５＊＊
多くの困難があっても理想の進路に進みたい －．１１０＊＊ －．００８ ．２４８＊＊
学校生活で孤独を感じている ．２９２＊＊ ．２９０＊＊ －．０６７＊＊
学校以外での生活の方が充実している ．２５０＊＊ ．０１０ －．０７６＊＊




































女性 男性 F 値
数少ない人と長くつきあい続ける方だ ３．０９ ２．８５ ８８．９ ＊＊
何でも安心して話せる友だちがいない １．５９ １．７１ ２４．２ ＊＊
人のつきあい方で使い分けをしている ２．７０ ２．６２ ９．０ ＊＊
人のつきあい方には損得がある ２．７７ ２．８３ ５．２
人が困っている時には多少損をしても助ける ２．９８ ２．９３ ５．０
一人でいるとたまらなく寂しくなる ２．７５ ２．３７ １６３．６ ＊＊
友だちから上から目線でものを言われるとむかつく ２．９１ ２．９２ ０．１
友だちつきあいの中で場の空気を読めることは重要だ ３．４８ ３．３７ ３０．１ ＊＊
仲の良い友だちが悪い事をしたら注意できる ３．０５ ２．９０ ４３．６ ＊＊
自分と性格の合わない人とはあまりつきあいたくない ２．８６ ２．７８ ９．１ ＊＊
人との約束を破っても気にならない １．３５ １．４９ ５２．０ ＊＊
自分だけが浮いてしまうのではないかと不安だ ２．４８ ２．３６ ２０．５ ＊＊
**p＜０．０１ *p＜０．０５
表２－２ 友人観の分散分析（学年別）
１年生 ２年生 ３年生 F 値
数少ない人と長くつきあい続ける方だ ２．９５ ２．９７ ２．９５ ０．２
何でも安心して話せる友だちがいない １．６４ １．６５ １．６７ ０．５
人のつきあい方で使い分けをしている ２．６３ ２．６５ ２．７０ ２．３
人のつきあい方には損得がある ２．８２ ２．７６ ２．８３ ２．５
人が困っている時には多少損をしても助ける ２．９５ ２．９５ ２．９５ ０．０
一人でいるとたまらなく寂しくなる ２．５６ ２．５６ ２．５３ ０．４
友だちから上から目線でものを言われるとむかつく ２．９４ ２．９３ ２．８７ ２．３
友だちつきあいの中で場の空気を読めることは重要だ ３．４１ ３．４６ ３．３７ ６．９ ＊＊
仲の良い友だちが悪い事をしたら注意できる ２．９７ ２．９８ ２．９７ ０．０
自分と性格の合わない人とはあまりつきあいたくない ２．７６ ２．８４ ２．８５ ４．２ ＊
人との約束を破っても気にならない １．４１ １．４２ １．４５ １．８
自分だけが浮いてしまうのではないかと不安だ ２．４５ ２．４２ ２．３７ ２．６
**p＜０．０１ *p＜０．０５






























第１因子 第２因子 第３因子 第４因子
仲の良い友だちが悪い事をしたら注意できる ．４４８ ．０４５ ．１１０ －．０６１
何でも安心して話せる友だちがいない －．４１９ ．０２２ ．１８０ ．１３３
人が困っている時には多少損をしても助ける ．３９５ －．１１３ ．１７１ ．２４３
人との約束を破っても気にならない －．３７４ －．０２３ ．１０６ －．０２５
友だちから上から目線でものを言われるとむかつく －．００５ ．４６５ ．１２１ ．１１６
自分と性格の合わない人とはあまりつきあいたくない －．０６７ ．４５９ ．１６９ ．０４７
友だちつきあいの中で場の空気を読めることは重要だ ．２８２ ．３８５ ．１２９ ．１２３
人とのつきあい方には損得がある ．０６８ ．２８９ ．５１０ ．０２５
人のつきあい方で使い分けをしている ．０１１ ．１８０ ．５０５ ．０７４
自分だけが浮いてしまうのではないかと不安だ －．２６２ ．１２９ ．１００ ．６０７
一人でいるとたまらなく寂しくなる ．０８８ ．１１１ ．０１０ ．４１５
寄与率（％） ７．６１６ ６．６９９ ６．０９３ ５．９８９
注）主因子法，バリマックス回転による。因子負荷０．３以上を太字とした。
表２－４ 性別にみた友人観（因子得点）の分散分析
女性 男性 F 値
親友的対人意識 ０．１０ －０．０９ ８９．８ ＊＊
同質的対人意識 ０．０５ －０．０５ ２８．２ ＊＊
打算的対人意識 ０．０９ －０．０８ ７３．４ ＊＊











自分の行動や結果はすべて責任をもつべき ．２１３＊＊ ．１１０＊＊ ．０９４＊＊ ．０５０＊＊
資格は将来の就職に有利である ．２３３＊＊ ．１４０＊＊ ．０５３＊＊ ．０７８＊＊
多くの困難があっても理想の進路に進みたい ．２５６＊＊ ．０４５＊＊ ．０３４＊＊ ．０３８＊＊























































プ ル 数 は４，２６５で あ り，男 女 比 は 女 子２，０５３
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